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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
草
廬
／
家
集
／
和
歌
／
漢
詩

は
じ
め
に

　

龍
草
廬
（
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
〜
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉）
は
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
京
詩
壇
に
重
き
を
な
し

た
漢
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
人
と
し
て
の
活
動
は
元
文
か
ら
寛
政
年
間
に
及
ぶ
。
草
廬
の
事
跡
に
つ
い
て
は
東
條
琴
台
の
『
先
哲
叢
談
後

編
』（
文
政
十
二
年
刊
）、
友
野
霞
舟
の
『
錦
天
山
房
詩
話
』（
弘
化
年
間
成
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
琴
台
が
記
す
草
廬
像
に
つ
い
て
は

事
実
関
係
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
中
野
三
敏
氏
が
指
摘
し
訂
正
を
試
み
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
諸
伝
記
に
よ
れ
ば
、
草
廬
は
山
城
伏
見
に
生
ま
れ
、

少
年
の
時
父
を
亡
く
し
家
郷
を
出
、
京
に
移
り
独
学
研
鑽
し）

2
（

、
元
文
四
年
に
市
中
で
私
塾
を
開
き
、
後
に
詩
社
幽
蘭
社
を
結
成
し
多
く
の

龍
草
廬
の
和
歌

│
│
峯
の
ま
さ
か
き
・
な
ら
の
葉
・
国
風
草
廬
集
を
中
心
に
│
│伊

藤

達

氏
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門
弟
を
育
て
、
宝
暦
七
年
に
は
彦
根
藩
文
学
と
な
り
藩
儒
と
し
て
出
仕
し
、
安
永
三
年
六
十
を
機
に
致
仕
し
、
京
東
山
に
居
を
卜
し
文
事

に
遊
ん
だ
。
詩
集
『
草
廬
集
』
は
宝
暦
三
年
に
初
編
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
第
七
編
（
享
和
三
年
刊
）
に
ま
で
至
る
。
そ
の
他
、
韻
書
に

『
仄
韻
礎
』（
延
享
五
年
刊
）、
明
代
の
謝
榛
の
詩
を
編
纂
し
た
『
謝
茂
秦
山
人
詩
集
』（
宝
暦
十
二
年
刊
）、
晩
年
に
成
っ
た
三
種
の
紀
行
文
、

あ
る
い
は
墨
帖
な
ど
多
く
の
著
編
を
上
梓
し
て
い
る
。
士
庶
か
ら
発
起
し
一
門
を
興
し
、
文
学
を
以
っ
て
大
藩
に
出
仕
し
た
こ
と
を
見
る

と
、
当
代
に
お
い
て
最
も
成
功
し
た
漢
詩
人
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

　

漢
詩
人
と
し
て
の
活
動
・
詩
論
に
つ
い
て
は
松
下
忠
氏
に
よ
っ
て
概
略
が
示
さ
れ
て
お
り
、
氏
に
よ
れ
ば
、
詩
論
に
つ
い
て
は
古
文
辞

派
と
大
よ
そ
は
同
基
調
で
あ
り
、
文
は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
を
標
榜
し
中
晩
唐
・
宋
詩
を
排
斥
す
る
。
但
し
中
年
以
降
に
徂
徠
批
判
の
言
が

あ
る
こ
と
、
古
文
辞
派
が
推
奨
す
る
所
謂
李
・
王
（
李
攀
竜
・
王
世
貞
）
よ
り
も
謝
榛
を
理
想
と
し
た
こ
と
な
ど
を
草
廬
の
特
質
を
示
す

も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

3
（

。
近
世
中
期
以
降
は
そ
れ
ま
で
盛
行
し
た
古
文
辞
派
の
詩
論
か
ら
山
本
北
山
の
『
作
詩
志
彀
』（
天
明
三

年
刊
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
己
の
感
情
の
表
出
を
第
一
と
す
る
性
霊
説
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
が
、
漢
詩
人
と
し
て
の
草
廬
は
そ
の

分
岐
点
の
時
代
に
い
た
と
言
え
よ
う
。
草
廬
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
近
時
論
考
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、
望
郷
の
視
点
か
ら
論
じ
た
福
井
智

子
氏
の
考
察
、
安
保
博
史
氏
の
草
廬
の
詩
の
表
現
と
幽
蘭
社
の
展
開
に
つ
い
て
の
一
連
の
論
考
、
陶
淵
明
・
李
白
の
影
響
を
見
た
藤
田
真

一
氏
の
論
、
次
い
で
日
野
龍
夫
氏
に
も
草
廬
の
詩
を
考
察
す
る
上
で
有
益
な
論
文
が
備
わ
る）

4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
漢
詩
人
と
し
て
の
草
廬
の
姿
は
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
草
廬
に
は
漢
詩
人
と
し
て
の
他
に
国
風
を
善
く
す

る
歌
人
と
し
て
の
一
面
が
あ
っ
た
。
近
世
期
に
漢
詩
を
も
の
す
る
傍
ら
ま
と
ま
っ
た
詠
歌
を
残
し
た
詩
人
と
言
え
ば
、
伊
藤
仁
斎
（『
古

学
先
生
和
歌
集
』）
や
元
政
（『
草
山
和
歌
集
』）
を
思
い
起
す
が）

5
（

、
草
廬
に
は
『
峯
の
ま
さ
か
き
』『
な
ら
の
葉
』『
国
風
草
廬
集
』
と
い

う
三
種
の
家
集
が
存
し
、
累
計
六
二
六
首
が
収
め
ら
れ
る
。『
古
学
先
生
和
歌
集
』
が
二
八
七
首
、『
草
山
和
歌
集
』
が
一
五
〇
首
で
あ
る
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か
ら
、
草
廬
は
詩
業
の
傍
ら
歌
を
詠
む
こ
と
に
も
旺
盛
な
意
欲
を
示
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
草
廬
の
和
歌
・
歌
人
と
し
て
の
活
動
に
つ

い
て
は
中
野
氏
の
一
連
の
草
廬
研
究
に
指
摘
が
あ
り）

6
（

、
揖
斐
高
氏
に
は
草
廬
が
自
詠
二
一
八
首
を
師
の
賀
茂
真
淵
（
宝
暦
八
年
頃
入
門
）

に
添
削
を
乞
う
た
『
賀
茂
真
淵
評
草
廬
和
歌
集
』
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
り
、
結
局
古
今
調
の
草
廬
は
真
淵
の
提
唱
す
る
古
風
を
受
け
付

け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る）

7
（

。
な
お
近
時
、
雲
岡
梓
氏
は
草
廬
は
和
歌
を
古
風
に
戻
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
ち
な

が
ら
も
、
真
淵
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
を
規
範
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
後
世
風
の
詠
み
ぶ
り
の
中
に
万
葉
集
の
語
彙
や
表
現
を
摂
取
す
る

に
留
ま
っ
た
と
し
、
草
廬
の
万
葉
歌
摂
取
が
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る）

8
（

。

　

草
廬
の
和
歌
研
究
に
つ
い
て
は
三
氏
の
研
究
が
最
新
の
成
果
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
草
廬
の
和
歌
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
三
種
の
家
集

の
整
理
、
次
に
具
体
的
な
表
現
の
様
相
、
漢
詩
と
の
繋
が
り
、
草
廬
の
和
歌
観
の
四
つ
の
視
点
を
中
心
に
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一　

三
種
の
家
集
の
諸
本

　

は
じ
め
に
草
廬
の
三
種
の
家
集
の
諸
本
に
つ
い
て
そ
の
構
成
と
共
に
記
し
て
お
き
た
い
。
草
廬
の
家
集
は
三
種
と
も
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
雑
纂
形
式
で
あ
る
。
全
種
刊
記
は
な
い
が
、
序
跋
の
年
記
を
み
る
と
安
永
七
年
か
ら
天
明
二
年
に
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
草
廬

在
世
中
に
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
執
筆
者
の
調
査
の
及
ん
だ
諸
本
の
書
誌
的
事
項
を
掲
げ
て
お
く
。

『
峯
の
ま
さ
か
き
』　

刊
一
冊

①
内
閣
文
庫
本
（
国
立
公
文
書
館
。
請
求
記
号
、201-692

）。
序
「
草
廬
和
哥
題
言
／
安
永
己
亥
春　

伏
水
龍
氏
ノ
女
貞　

淡
海
之
東
水
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岫
岡
ノ
下
ニ
書
ス
」
安
永
八
年
龍
貞
記
。「
み
ね
の
ま
さ
か
き
て
ふ
ふ
み
に
し
る
す
／
安
永
い
ぬ
の
と
し
初
春
龍
氏
女
貴
ひ
が
し
山
の

ふ
も
と
に
菊
の
た
に
水
を
し
た
て
ゝ
草
の
跡
つ
け
ぬ
」
安
永
七
年
龍
貴
記
。
跋
「
伊
勢
祠
官
正
四
位
下
荒
木
田
武
遇
女
」
荒
木
田
麗
記
。

全
六
十
首
。

②
岐
阜
市
立
図
書
館
本
（
請
求
記
号
、91-49

）。
①
と
同
じ
。
但
し
、
歌
の
排
列
は
①
と
異
な
る
。

③
村
上
文
庫
本
（
刈
谷
市
中
央
図
書
館
。
請
求
記
号
、5589

）。
①
と
同
じ
。
歌
の
排
列
は
お
よ
そ
②
と
同
じ
。

④
稼
堂
文
庫
本
（
金
沢
市
立
図
書
館
。
請
求
記
号
、091.8-129

）。
①
と
同
じ
。
歌
の
排
列
は
②
と
同
じ
。

⑤
森
文
庫
本
（
大
阪
市
立
大
学
。
登
録
番
号
、J-6808

）。
龍
貞
の
序
を
欠
く
。
①
②
③
④
⑦
の
麗
の
跋
文
は
序
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
、

末
尾
一
行
半
分
と
自
署
を
欠
く
。
歌
の
排
列
は
①
②
③
④
⑥
⑦
と
異
な
る
。

⑥
雑
賀
重
良
旧
蔵
書
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
。
請
求
番
号
、
雑890

）。
①
と
同
じ
。
歌
の
排
列
は
②
と
同
じ
。

⑦
鈴
鹿
文
庫
本
（
愛
媛
大
学
図
書
館
。
請
求
記
号
、911.1.133/4168

）。
①
と
同
じ
。
但
し
「
元
政
上
人
の
身
延
道
記
、
人
に
か
り
て
返

し
遣
す
と
て
」「
雪
の
こ
ろ
、
慈
門
尼
へ
ま
う
し
つ
か
は
し
け
る
」
の
二
首
を
欠
く
。
全
五
八
首
。
歌
の
排
列
は
②
と
同
じ
。

＊
国
会
図
書
館
本
（
請
求
記
号
、212-344

／
『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
類
本
と
合
冊
）。
実
は
『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本
。
同
Ⅱ
類
本
⑥
を
参
照
。

同
館
の
所
蔵
書
名
は
『
峯
の
ま
さ
か
き
』。

　

序
文
の
龍
貞
・
貴
は
草
廬
の
長
女
・
次
女
、「
荒
木
田
武
遇
女
」
は
荒
木
田
麗
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
擬
古
物
語
を
著
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
が
、
草
廬
と
は
実
際
に
親
交
が
あ
っ
た
。
貞
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
貴
と
と
も
に
父
に
和
歌
を
乞
う
た
と
こ
ろ
自
書
し
て
一
帖
を

下
さ
れ
、
姉
妹
で
模
写
し
「
草
廬
和
歌
」
と
名
付
け
、
後
世
に
そ
の
歌
が
残
る
よ
う
に
上
梓
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
貴
の
序
文
に
も
同
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内
容
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
麗
の
跋
文
は
四
二
行
に
及
ぶ
が
、
冒
頭
に
草
廬
が
和
漢
両
才
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
漢
詩
は
諸
国
か
ら

門
弟
が
集
ま
り
詩
集
も
世
に
広
ま
っ
て
い
る
が
、
和
歌
に
つ
い
て
は
詩
ほ
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
安
永
七
年
女
た
ち
の
願
い
に
よ
り
自

撰
・
自
書
し
、「
み
ね
の
ま
さ
か
き
」
と
「
な
ら
の
葉
」
の
二
巻
を
合
わ
せ
て
「
草
ぶ
せ
の
翁
の
国
ぶ
り
」
と
名
付
け
た
と
あ
る
。
次
に

紹
介
す
る
『
な
ら
の
葉
』
と
本
書
は
同
時
期
に
成
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
①
〜
⑥
本
ま
で
は
排
列
に
異
同
が
見
ら
れ
る
が
歌
に
出
入
り

は
な
く
全
六
十
首
を
収
め
、
⑦
本
の
み
他
本
が
収
め
る
二
首
を
欠
い
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
は
貴
の
序
文
を
有
す
る
も
の
の
、
所
収
歌

を
閲
す
る
と
五
首
以
外
は
『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本
と
共
通
し
て
お
り
、『
峯
の
ま
さ
か
き
』
か
ら
は
除
外
し
、
同
Ⅱ
類
本
と
認
め
る
こ
と

に
す
る
。
書
名
は
「
は
る
た
ち
け
る
日
」
で
詠
ま
れ
た
巻
頭
歌
「
ひ
さ
か
た
の
あ
ま
の
か
ぐ
山
春
く
れ
ば
み
ど
り
に
霞
む
峯
の
ま
さ
か
き
」

に
拠
る
。

『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
類
本　

刊
一
冊

①
森
文
庫
本
（
登
録
番
号
、J-6768

）。
序
「
な
ら
の
は
と
い
ふ
ふ
み
に
し
る
す
／
た
つ
氏
輝
い
や
ま
ひ
て
ま
う
す
」
龍
輝
記
。
跋
「
伊

勢
祠
官
正
四
位
下
荒
木
田
武
遇
女
」
荒
木
田
麗
記
。
全
六
四
首
。

②
国
会
図
書
館
本
（
請
求
記
号
、212-344

）
な
ら
の
葉
Ⅱ
類
本
と
合
冊
）。
①
と
同
じ
。

『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本　

刊
一
冊

①
森
文
庫
本
（
登
録
番
号
、J-13597

）。
序
「
な
ら
の
は
と
い
ふ
ふ
み
に
し
る
す
／
た
つ
氏
輝
い
や
ま
ひ
て
ま
う
す
」
龍
輝
記
。
荒
木
田

麗
記
。
麗
の
序
文
は
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
跋
文
の
末
尾
二
行
分
と
自
署
を
記
す
の
み
。
全
七
二
首
。
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②
佐
野
文
庫
本
（
新
潟
大
学
付
属
図
書
館
。
整
理
番
号
、36

／160

）。
①
の
輝
の
序
文
あ
り
。
麗
の
序
文
な
し
。
跋
「
安
永
己
亥
首
夏
日

／
華
頂
山
下
藤
堂
良
璞
謹
書
」
安
永
八
年
藤
堂
良
璞
記
。
歌
の
排
列
は
①
と
同
じ
。

③
加
賀
文
庫
本
（
都
立
中
央
図
書
館
。
請
求
記
号
、4946

）。
序
は
①
と
同
じ
。
②
の
良
璞
の
跋
文
な
し
。
歌
の
排
列
は
①
と
同
じ
。

④
加
賀
文
庫
本
（
同
右
。
請
求
記
号
、4947

）。
①
の
輝
の
序
文
あ
り
。
麗
の
序
文
な
し
。
②
の
良
璞
の
跋
あ
り
。
歌
の
排
列
は
①
と
同
じ
。

⑤
村
上
文
庫
本
（
刈
谷
市
中
央
図
書
館
。
請
求
記
号
、5590

）。
序
・
跋
④
と
同
じ
。
歌
の
排
列
・
所
収
歌
は
①
と
同
じ
。
但
し
、
巻
末

歌
「
故
郷
虫
／
た
か
ま
ど
の
を
の
へ
の
宮
は
あ
れ
は
て
ゝ
幾
世
ふ
り
に
し
鈴
む
し
の
声
」
は
他
本
に
見
ら
れ
な
い
。
全
七
三
首
。

⑥
国
会
図
書
館
本
（
請
求
記
号
、212-344

）。『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
類
本
と
合
冊
。
龍
貴
の
前
掲
「
み
ね
の
ま
さ
か
き
て
ふ
ふ
み
に
し
る
す
」

の
序
あ
り
。
龍
貞
の
序
・
麗
の
跋
文
を
欠
く
。
実
は
『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本
で
あ
り
、『
峯
の
ま
さ
か
き
』
所
収
歌
と
同
一
歌
は
五
首

の
み
（「
は
る
た
ち
け
る
日
」「
若
菜
を
」「
花
」「
花
た
づ
ぬ
と
て
と
こ
の
山
の
ほ
と
り
に
一
夜
と
ま
り
て
」「
寄
草
恋
」）。
Ⅱ
類
本
が

共
通
し
て
収
め
る
「
古
宮
秋
来
」「
寄
櫛
恋
」「
月
前
梅
」「
古
寺
鐘
」「
樵
逕
雪
」「
里
擣
衣
」「
閑
居
の
や
ま
ぶ
き
を
」
を
欠
く
。
全
六

四
首
。

　
『
な
ら
の
葉
』
は
歌
数
と
所
収
歌
に
出
入
り
が
あ
り
、
二
種
に
分
類
し
た
。
仮
に
『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
類
本
、『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本
と
称

す
る
。
両
集
に
共
通
す
る
歌
は
一
〇
首
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
本
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
は
先
述
し
た
よ
う
に
所
収
歌
か
ら
Ⅱ
類
本
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
序
を
記
し
た
龍
輝
は
草
廬
の
三
女
、
姉
（
貞
・
貴
）
に
倣
い
父
の
手
跡
を
模
し
版
行
し
た
と
あ
る
。
Ⅰ
類
本
の
麗

の
跋
文
は
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
か
ら
転
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
文
。
Ⅱ
類
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
①
本
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

み
で
全
文
の
掲
載
は
な
い
。
②
④
本
に
は
藤
堂
良
璞
の
四
行
か
ら
成
る
跋
文
が
あ
る
。
良
璞
は
草
廬
門
の
岡
崎
廬
門
が
編
纂
し
た
『
麗
澤
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詩
集
』（
安
永
八
年
刊
）
に
「
字
成
玉
。
平
安
人
」
と
あ
る
。
書
名
は
「
古
宮
秋
来
」
題
で
詠
ま
れ
た
巻
頭
歌
「
ふ
く
風
も
け
さ
音
か
へ

て
な
ら
の
葉
の
名
に
お
ふ
み
や
に
あ
き
は
き
に
け
り
」
に
拠
る
。
な
お
姫
路
文
学
館
金
井
寅
之
助
文
庫
に
『
み
ね
の
ま
さ
か
き
』『
な
ら

の
葉
』
の
二
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
未
見
で
あ
る
。
他
日
を
期
し
た
い
。

『
国
風
草
廬
集
』
上
下　

刊
二
冊

①
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
（
島
原
図
書
館
。
請
求
記
号
、138-8

）。
序
「
天
明
壬
寅
春
二
月
朔
／
祭
主
正
四
位
下
大
中
臣
寛
忠
」
天
明
二

年
藤
波
寛
忠
記
。「
草
廬
集
／
門
人
あ
は
ぢ
の
国
な
る
坂
東
直
恭
ぬ
か
づ
き
を
が
み
す
」
坂
東
直
恭
記
。
跋
「
天
明
壬
寅
春
花
朝
／
授

業
弟
子
従
五
位
下
上
総
介
紀
好
符
伯
瑞
拝
撰
併
書
」
天
明
二
年
藤
木
好
符
記
。
巻
末
に
坂
東
直
保
の
「
草
廬
竹
翁
先
生
小
傳
」
を
附
す
。

同
じ
く
巻
末
に
坂
東
直
勝
の
自
詠
五
首
を
附
す
。
全
四
二
九
首
。
重
複
歌
一
二
首
。

②
森
文
庫
本
（
大
阪
市
立
大
学
。
登
録
番
号
、J-6769

）。
①
と
同
じ
。

　
『
峯
の
ま
さ
か
き
』『
な
ら
の
葉
』
が
編
ま
れ
た
安
永
八
年
（
一
七
七
九
／
草
廬
六
五
歳
）
か
ら
三
年
後
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
／
草

廬
六
八
歳
）
に
『
国
風
草
廬
集
』
が
編
ま
れ
た
。
草
廬
の
家
集
と
し
て
は
最
後
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
四
二
九
首
を
数
え
る
が
、

家
集
内
部
で
の
重
複
歌
が
一
二
首
あ
り
、
重
複
歌
を
除
く
と
実
数
は
四
一
七
首
で
あ
る
。
先
行
二
家
集
の
所
収
歌
を
四
六
首
収
め
て
い
る

が
、
歌
数
か
ら
見
て
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
の
草
廬
に
と
っ
て
集
大
成
と
い
う
べ
き
家
集
で
あ
る
。
直
恭
の
序
文
に
よ

る
と
、
詩
集
は
五
編
に
及
び
世
に
広
く
持
て
は
や
さ
れ
て
い
る
が
、
家
集
は
二
巻
の
み
で
あ
り
歌
数
も
少
な
く
、
師
に
懇
願
し
家
集
を
受

け
出
し
て
上
梓
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
直
保
の
小
伝
に
は
、
龍
家
は
源
経
信
の
後
裔
で
あ
り
、
家
祖
善
則
か
ら
龍
姓
を
名
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乗
り
代
々
伏
見
に
住
し
た
こ
と
、
彦
根
藩
に
二
十
年
出
仕
し
、
現
在
は
鴨
川
畔
に
居
し
風
雅
を
専
ら
に
す
る
生
活
を
営
む
こ
と
を
記
す
。

巻
末
に
直
勝
の
自
詠
五
首
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
直
勝
が
草
廬
に
歌
の
添
削
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
か
ら
五
首
を
自
撰
し
本
家
集
に

附
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
前
文
に
記
さ
れ
る
。
直
恭
・
直
保
・
直
勝
は
人
物
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
同
姓
同
国
（
淡
路
）、

直
の
通
字
か
ら
見
て
親
族
で
草
廬
の
門
人
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
忠
は
伊
勢
神
宮
祭
主
（『
国
書
総
目
録
』
で
は
本
家
集
を
寛

忠
の
著
作
と
し
て
い
る
が
、
寛
忠
は
序
者
で
あ
る
）。
四
二
九
首
に
及
ぶ
歌
数
と
、
二
種
の
序
文
、
跋
文
と
小
伝
も
附
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
る
と
、
古
稀
を
控
え
た
草
廬
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
の
歌
業
の
集
大
成
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
降
家
集
の

編
纂
は
な
く
、
晩
年
の
二
種
の
紀
行
文
に
本
家
集
以
後
に
詠
ま
れ
た
歌
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る）

9
（

。

　

次
に
三
家
集
の
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
三
家
集
は
先
述
し
た
よ
う
に
部
類
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雑
纂
形
式
だ
が
、
重
複
し
て
所
収
さ

れ
る
歌
が
多
く
あ
り
、
た
と
え
ば
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
集
が
所
収
す
る
歌
は
全
て
『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
・
Ⅱ
類
本
及

び
『
国
風
草
廬
集
』
に
見
え
、
独
自
歌
は
な
い
。『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
類
本
も
同
様
で
独
自
歌
は
な
く
、
独
自
歌
を
収
め
る
の
は
『
な
ら
の
葉
』

Ⅱ
類
本
と
『
国
風
草
廬
集
』
の
二
集
で
あ
る
。
左
に
表
を
掲
げ
て
お
く
（（ 

）
は
『
国
風
草
廬
集
』
の
重
複
歌
を
除
い
た
歌
数
で
あ
る
。

以
後
歌
の
出
典
を
示
す
際
に
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
を
峯
、『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
・
Ⅱ
類
本
を
な
Ⅰ
・
な
Ⅱ
、『
国
風
草
廬
集
』
を
草
と
略
称
し

て
掲
出
す
る
）。

　
　
　
　

峯　
　
　
　

な
Ⅰ　
　
　

な
Ⅱ　
　

草　
　
　
　
　

合
計

所
収
歌　

六
〇
首　
　

六
四
首　
　

七
三
首　

四（四
一
七
）

二
九
首　
　

六（六
一
四
）

二
六
首
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独
自
歌　
　

〇
首　
　
　

〇
首　
　

四
五
首　

三
七
〇
首　
　

四
一
五
首

　

な
お
同
一
歌
が
二
家
集
以
上
に
重
複
し
て
所
収
さ
れ
る
歌
数
が
八
九
首
あ
り
、『
な
ら
の
葉
』
Ⅱ
類
本
・『
国
風
草
廬
集
』
の
独
自
歌
と
、

重
複
歌
を
合
わ
せ
る
と
、
三
家
集
の
実
数
は
五
〇
四
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
重
複
歌
に
お
い
て
詞
書
・
語
句
に
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
、
編
纂
の
不
備
も
指
摘
で
き
よ
う
が
、
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

　

次
に
三
家
集
の
特
徴
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
当
期
の
家
集
は
堂
上
・
地
下
を
問
わ
ず
題
詠
歌
が
中
心
で
あ
る
が
、
三
家
集
の
詠
作
の
内

訳
を
見
る
と
、
題
詠
歌
と
非
題
詠
歌
（
贈
答
歌
を
含
め
る
）
の
比
率
は
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。
題
詠
歌
に
は
旋
頭
歌
一
首
を
含
み
、
八
首
の

句
題
和
歌
を
数
え
、
非
題
詠
歌
に
つ
い
て
は
目
を
引
く
の
が
贈
答
歌
の
多
さ
で
あ
り
、
五
一
首
を
収
め
る
。
贈
答
の
相
手
は
京
の
知
人
・

門
人
、
在
彦
根
の
友
人
が
多
く
、
詩
集
に
次
い
で
草
廬
の
交
友
関
係
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
折
に
触
れ
て
詠
ま
れ
た
も
の
な
ど
、
草
廬
の

心
情
を
窺
う
上
で
重
要
な
詠
作
が
あ
る
。

　

な
お
草
廬
は
墨
帖
を
多
く
刊
行
し
て
お
り
書
家
と
し
て
の
世
評
も
高
く
、
竹
葉
体
と
い
う
書
法
も
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
竹
葉
体
に

つ
い
て
は
中
野
氏
に
言
及
が
あ
る
が）
10
（

、『
峯
の
ま
さ
か
き
』『
な
ら
の
葉
』
Ⅰ
・
Ⅱ
類
本
は
当
該
書
体
で
刻
さ
れ
て
お
り
、
半
丁
に
散
ら
し

書
き
一
首
の
体
裁
で
そ
の
流
麗
な
筆
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
国
風
草
廬
集
』
は
竹
葉
体
で
は
な
く
一
首
一
行
書
き
の
通
常
の
書
体

で
あ
る
。
当
該
二
家
集
は
歌
の
み
な
ら
ず
、
草
廬
考
案
の
書
体
も
併
せ
て
鑑
賞
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

草
廬
の
本
領
は
漢
詩
文
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
三
種
の
家
集
が
全
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
そ
の
歌
数
を
見
る
と
、

漢
詩
人
の
余
技
に
止
ま
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
次
項
か
ら
実
際
の
歌
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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二　

草
廬
の
和
歌
表
現

　

草
廬
は
宝
暦
八
年
頃
彦
根
藩
藩
儒
時
代
に
賀
茂
真
淵
に
入
門
し
た
。
そ
れ
ま
で
師
に
就
く
こ
と
は
な
く
歌
を
独
習
し
て
い
た
草
廬
に

と
っ
て
は
師
説
を
受
け
る
、
あ
る
い
は
添
削
を
受
け
る
と
い
っ
た
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宝
暦
八
年
頃
よ
り
明
和
年
間
前
半
に
成

立
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
賀
茂
真
淵
評
草
廬
和
歌
集
』
は
草
廬
歌
二
一
八
首
を
収
め
真
淵
の
添
削
・
批
評
が
加
わ
る
。
本
書
は
す
で
に
翻
字

が
な
さ
れ）
11
（

、
揖
斐
氏
に
真
淵
の
評
に
対
す
る
検
討
も
備
わ
り
、
氏
は
真
淵
の
標
榜
す
る
上
代
古
風
に
対
し
『
古
今
和
歌
集
』
以
後
の
後
世

風
の
歌
を
草
廬
が
詠
む
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
す
る）
12
（

。
三
家
集
に
本
書
掲
載
の
歌
が
九
三
首
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
真
淵
の
添
削

を
反
映
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
草
廬
は
師
真
淵
の
添
削
を
無
視
、
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
そ
の
指
導
を
拒
否
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
中
野
氏
は
草
廬
歌
を
「
当
代
歌
壇
の
趨
勢
の
ま
ゝ
に
古
今
調
に
基
づ
く
物
」
と
さ
れ
る
が）
13
（

、
三
家
集
を
見
る
と
古
今
集

以
来
の
趣
向
・
措
辞
・
修
辞
を
用
い
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
堂
上
・
地
下
を
問
わ
ず
一
般
的
な
歌
風
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

先
ず
草
廬
の
歌
風
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
真
淵
の
批
評
を
足
掛
か
り
に
し
た
い
が
、
揖
斐
氏
は
草
廬
が
掛
詞
や
縁
語
を
多
用
す
る
こ
と
、

新
古
今
時
代
の
歌
人
の
表
現
を
引
き
写
し
て
詠
む
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
氏
の
挙
げ
る
「
か
ぞ
ふ
れ
ば
け
ふ
こ
そ

あ
き
は
た
つ
か
ゆ
み
や
そ
の
み
な
と
の
風
ぞ
身
に
し
む
」（『
国
風
草
廬
集
』
所
収
歌
）
と
い
う
立
秋
詠
を
真
淵
は
「
た
つ
か
弓
の
つ
ゞ
け

を
や
め
て
、
た
け
高
く
八
十
の
み
な
と
の
秋
の
初
風
を
よ
ま
れ
ま
し
か
ば
、
よ
き
歌
な
る
べ
き
を
、
を
し
き
也
」
と
評
し
て
お
り
、「
た

つ
か
弓
（
手
束
弓
）」
の
「
た
つ
」
に
秋
が
「
立
つ
」
を
掛
け
て
い
る
が
、
こ
の
続
け
が
ら
が
格
調
を
損
な
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
他
に

も
氏
は
真
淵
が
掛
詞
を
多
用
す
る
こ
と
を
難
じ
る
例
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
草
廬
は
古
今
集
以
後
の
歌
風
に
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
。
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三
家
集
に
は
掛
詞
・
縁
語
な
ど
の
王
朝
和
歌
以
来
の
修
辞
を
用
い
た
歌
が
多
く
あ
る
。
ま
ず
立
春
詠
を
見
た
い
。

　
　

春
た
ち
け
る
日

は
る
た
つ
と
い
ぶ
き
の
や
ま
の
さ
し
も
草
け
ふ
よ
り
雪
の
下
も
え
す
ら
む
（
峯
・
な
Ⅰ
・
草
）

「
い
ぶ
き
の
や
ま
（
伊
吹
の
山
）」
の
「
い
ぶ
き
」
に
「
言
ふ
」
が
掛
け
ら
れ
、
伊
吹
山
の
縁
で
「
さ
し
も
草
」
を
詠
む
。
伊
吹
に
「
言
ふ
」

を
掛
け
る
例
は
藤
原
実
方
の
「
か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
ぐ
さ
さ
し
も
し
ら
じ
な
も
ゆ
る
お
も
ひ
を
」（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・

六
一
二
）
歌
が
想
起
さ
れ
る
が
、
立
春
に
際
し
て
伊
吹
山
に
「
言
ふ
」
を
掛
け
る
例
は
先
行
和
歌
に
も
見
ら
れ
る）
14
（

。
三
家
集
中
に
立
春
詠

は
八
首
あ
り
、
右
記
歌
も
含
め
四
首
に
掛
詞
を
用
い
て
詠
む
。

　
　

は
る
た
ち
け
る
日
逢
坂
山
を
こ
ゆ
と
て

今
日
は
ま
た
関
路
の
春
に
あ
ふ
さ
か
や
杉
む
ら
か
す
み
し
み
づ
ぬ
る
み
て
（
草
）

　
　

は
る
た
ち
け
る
日
よ
め
る

あ
か
ね
さ
す
彦
子
の
山
の
松
の
葉
の
緑
色
そ
ふ
春
は
来
に
け
り
（
草
）

　
　

宝
暦
庚
辰
立
春
の
日
よ
め
る

け
ふ
し
こ
そ
嬉
し
き
春
に
あ
ふ
み
路
の
末
た
の
み
あ
る
君
に
仕
へ
て
（
草
）
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「
今
日
は
ま
た
」
歌
は
「
あ
ふ
さ
か
（
逢
坂
）」
に
春
に
「
逢
ふ
」
を
掛
け
、「
あ
か
ね
さ
す
」
歌
は
「
彦
子
」
の
「
ひ
」
に
枕
詞
「
あ

か
ね
さ
す
」
の
か
か
る
「
日
」
を
掛
け
て
枕
詞
の
修
辞
と
と
も
に
詠
み
、「
け
ふ
し
こ
そ
」
歌
も
「
あ
ふ
み
（
近
江
）」
に
「
逢
ふ
身
」
を

掛
け
る
。
当
該
四
首
は
在
彦
根
時
代
の
詠
作
と
思
わ
れ
る
が
、
立
春
詠
を
詠
む
に
あ
た
り
当
地
に
関
係
す
る
歌
枕
・
地
名
を
詠
み
、
掛
詞

の
修
辞
を
用
い
て
そ
の
趣
を
詠
み
表
わ
そ
う
と
す
る
。
右
記
歌
以
外
に
お
い
て
も
「
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
音
羽
の
山
か
ぜ
に
身
を
か
へ
り

み
ぬ
夕
暮
ぞ
な
き
」（
草
）
と
詠
じ
て
お
り
、「
か
ね
の
音
羽
」
に
「
鐘
の
音
」
と
歌
枕
「
音
羽
（
の
山
）」
を
掛
け
、「
と
へ
か
し
な
都
は

三
と
せ
み
る
め
な
き
此
浦
人
と
な
り
は
て
し
身
を
」（
草
）
歌
で
は
、「
海
松
布
」
と
「
見
る
目
」
を
掛
け
た
歌
も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
掛

詞
の
み
な
ら
ず
、
枕
詞
・
縁
語
の
修
辞
を
施
し
た
歌
が
多
々
あ
り
、
和
歌
で
は
常
套
の
用
法
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
技
法
に
通
じ
、
ま

た
は
好
ん
で
歌
作
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

次
に
古
歌
と
の
関
係
を
見
た
い
。

　
　

あ
り
ま
に
て
秋
立
け
る
日
よ
め
る

あ
り
ま
山
い
な
の
ゝ
小
笹
一
夜
あ
け
て
け
さ
そ
よ
告
る
秋
の
初
風
（
草
）

猪
名
野
は
平
安
以
来
笹
の
名
所
で
あ
っ
た
か
ら
「
小
笹
」
を
詠
み
、
笹
に
吹
く
秋
風
の
音
を
「
そ
よ
」
と
表
現
し
て
秋
の
到
来
を
詠
み
表

わ
す
。
本
歌
は
一
見
し
て
大
弐
三
位
の
「
あ
り
ま
や
ま
ゐ
な
の
さ
さ
は
ら
風
ふ
け
ば
い
で
そ
よ
人
を
わ
す
れ
や
は
す
る
」（
後
拾
遺
集
・

恋
二
・
七
〇
九
）
歌
に
拠
る
こ
と
が
分
る
。
古
歌
を
下
敷
き
に
し
て
、
恋
の
歌
か
ら
秋
の
歌
へ
と
趣
向
を
変
え
て
詠
じ
た
と
こ
ろ
に
面
白

味
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
は
当
該
歌
は
『
賀
茂
真
淵
評
草
廬
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
、
詞
書
は
「
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
」、
第
五
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句
は
「
春
の
初
風
」
と
あ
る
。
真
淵
は
「
こ
は
秋
を
つ
ぐ
る
さ
ま
に
こ
そ
あ
れ
」
と
記
し
て
お
り
、
家
集
で
は
「
秋
」
に
訂
正
す
る
。
真

淵
の
指
摘
は
正
し
く
、
草
廬
は
当
該
歌
に
関
し
て
は
真
淵
の
言
に
従
っ
て
い
る
。
が
、
古
歌
を
下
敷
き
に
し
た
歌
で
あ
り
、
真
淵
の
評
価

す
る
作
風
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

雪
い
と
ふ
か
う
降
侍
り
し
日
、
小
野
の
駅
と
い
ふ
所
過

　
　

行
け
る
に
、
か
の
在
五
の
あ
そ
の
を
の
ゝ
宮
に
て
「
夢

　
　

か
と
ぞ
お
も
ふ
」
と
読
し
こ
と
を
思
ひ
出
て

こ
ゝ
も
ま
た
夢
か
と
ぞ
思
ふ
同
じ
名
の
小
野
の
う
ま
や
の
雪
の
夕
暮
（
草
）

　

彦
根
南
郊
の
小
野
宿
を
通
り
過
ぎ
た
折
、
そ
の
地
名
と
雪
が
深
く
積
も
っ
て
い
る
景
を
見
て
、『
伊
勢
物
語
』（
第
八
三
段
）
の
、
馬
の

頭
が
比
叡
の
山
里
小
野
に
出
家
し
た
惟
喬
親
王
を
訪
れ
た
情
景
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。「
あ
り
ま
山
」
歌
は
古
歌
を
下
敷

き
に
し
、
本
歌
は
物
語
世
界
の
情
趣
に
浸
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
草
廬
が
古
歌
・
物
語
を
詠
作
の
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
た
こ
と
は

明
瞭
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
古
歌
の
興
趣
に
倣
っ
た
歌
と
し
て
は
、

　
　

兼
好
が
鳴
門
の
歌
の
ま
ね

大
井
川
木
曽
の
み
さ
（
マ
マ
）か
も
何
な
ら
ず
う
き
世
の
道
に
わ
た
り
く
ら
べ
ば
（
草
）
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＊
伝
兼
好
歌
「
世
中
を
わ
た
り
く
ら
べ
て
い
ま
ぞ
し
る
阿
波
の
鳴
戸
は
波
風
も
な
し
」

　
（ 

林
羅
山
『
野
槌
』〈
元
和
七
年
成
〉
所
載
／
日
本
文
学
古
註
釈
大
成
・
徒
然
草
古
註
釈
大
成
『
徒
然
草
拾
遺
抄　

徒
然
草
野
槌
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

　
　

鳧
河
の
ほ
と
り
に
、
す
み
所
を
う
つ
し
け
る
と
き
は

　
　

秋
の
な
か
ば
な
り
け
れ
ば
、
か
の
長
明
が
石
川
の
歌

　
　

お
も
ひ
出
て

わ
れ
も
ま
た
清
き
な
が
れ
を
た
づ
ね
き
て
け
ふ
す
み
そ
む
る
い
し
河
の
月
（
草
）

＊
「
い
し
か
は
や
せ
み
の
を
川
の
き
よ
け
れ
ば
月
も
な
が
れ
を
尋
ね
て
ぞ
す
む
」 

（
新
古
今
集
・
神
祇
・
鴨
長
明
・
一
八
九
四
）

「
大
井
川
」
歌
は
道
歌
め
い
て
い
る
が
、
伝
兼
好
歌
が
世
の
中
で
過
ご
す
難
し
さ
を
急
流
で
知
ら
れ
た
「
阿
波
の
鳴
門
」
と
比
べ
て
詠
む

と
こ
ろ
を
、
草
廬
は
大
井
川
や
木
曽
の
水
嵩
に
託
し
て
詠
む
。「
わ
れ
も
ま
た
」
歌
は
長
明
の
歌
に
倣
い
「
す
み
」
に
「
住
み
」
と
「
澄
み
」

を
掛
け
、
清
澄
の
辺
に
居
を
移
し
得
た
こ
と
を
詠
む
。
こ
の
よ
う
に
直
接
古
歌
の
情
趣
に
倣
い
歌
作
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　

以
上
、
古
歌
・
物
語
世
界
に
取
材
し
た
歌
を
見
た
が
、
次
に
他
の
歌
風
を
示
す
歌
を
見
る
。

　
　

ひ
こ
ね
に
在
け
る
時
秋
の
む
し
を



75

い
ぶ
き
山
や
ま
風
さ
む
し
虫
の
ね
も
つ
ゞ
り
さ
せ
も
が
露
底
に
鳴
（
草
）

「
つ
ゞ
り
さ
せ
（
綴
り
刺
せ
）」
で
蟋
蟀
の
鳴
き
声
を
表
わ
し
、
伊
吹
山
か
ら
吹
く
冷
た
い
秋
風
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
蟋
蟀
が
露
深

い
草
の
底
に
鳴
く
情
景
は
、
秋
の
寂
寥
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

鮎
を
詠
ん
だ
歌
が
二
首
あ
る
。

　
　

月
夜
鴨
川
の
さ
ま
を
よ
む

照
月
に
そ
こ
す
み
わ
た
る
か
も
河
や
さ
ば
し
る
あ
ゆ
の
か
ず
み
ゆ
る
ま
で
（
な
Ⅰ
・
な
Ⅱ
）

　
　

春
の
暮
や
り
水
の
あ
た
り
に
ひ
と
り
ご
ち
て

さ
を
も
が
な
つ
ら
ま
く
ほ
し
き
か
き
つ
ば
た
下
行
水
に
の
ぼ
る
若
あ
ゆ
（
な
Ⅱ
）

「
照
月
に
」
歌
は
澄
ん
だ
月
の
光
が
鴨
川
の
底
ま
で
を
照
ら
し
、
水
中
を
素
早
く
動
く
鮎
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。
大
隈
言
道
の
「
流
れ
く

る
花
に
浮
び
て
戯
え
て
は
ま
た
瀬
を
の
ぼ
る
春
の
若
鮎
」（
草
径
集
・
九
〇
）
歌
の
よ
う
な
鮎
の
巧
み
な
動
的
表
現
性
は
な
い
が
、
月
に

照
ら
さ
れ
た
水
底
に
鮎
を
見
と
め
そ
の
動
き
を
活
写
す
る
の
は
集
中
最
も
清
新
な
歌
で
あ
ろ
う
。「
さ
を
も
が
な
」
歌
は
杜
若
が
咲
く
辺

の
水
中
に
若
鮎
の
遡
る
景
を
詠
む
。
晩
春
の
景
物
で
あ
る
杜
若
に
沿
っ
て
遡
上
す
る
若
鮎
の
姿
は
「
春
の
暮
や
り
水
」
の
辺
で
詠
む
の
に

相
応
し
い
景
で
あ
る
。
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草
廬
の
歌
の
表
現
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
見
た
。
大
よ
そ
は
古
今
集
以
来
の
趣
向
・
修
辞
を
用
い
な
が
ら
歌
作
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ

く
、
古
歌
を
下
敷
き
に
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
も
あ
っ
た
。
晩
年
の
三
種
の
紀
行
文
中
の
歌
も
本
項
で
掲
出
し
た
歌
風
で
あ
り
、
当
時
の

一
般
的
な
歌
風
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
草
廬
は
古
今
集
以
来
の
趣
向
・
修
辞
を
自
己
の
表
現
様
式
と
し
て
歌
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

漢
詩
と
和
歌
の
交
差

　

草
廬
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
従
来
古
文
辞
派
の
詩
風
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
時
草
廬
詩
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
、
藤
田
真
一

氏
は
陶
淵
明
・
李
白
の
詩
句
を
踏
ま
え
た
作
品
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
両
者
の
詩
が
草
廬
の
詩
作
の
糧
に
な
っ
て
い
た
と
す
る）
15
（

。
こ
れ

を
受
け
安
保
博
史
氏
は
『
草
廬
集
』
中
の
古
人
に
「
擬
」
す
詩
を
挙
げ
、
自
己
を
淵
明
な
ど
の
古
人
に
擬
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
生

活
・
内
面
・
自
己
の
来
歴
を
投
影
し
、
詩
人
と
し
て
の
矜
恃
を
再
確
認
し
、
慰
藉
・
鼓
舞
す
る
一
面
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る）
16
（

。
福
井
智

子
氏
は
草
廬
の
故
郷
で
あ
る
伏
見
を
詠
じ
た
詩
に
焦
点
を
当
て
、
望
郷
と
い
う
視
点
か
ら
解
釈
を
試
み
、
そ
の
詩
に
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」

に
あ
る
詩
句
が
詠
ま
れ
る
こ
と
、
当
地
の
景
物
で
あ
る
桃
花
を
多
く
詠
み
入
れ
る
こ
と
で
桃
源
郷
に
見
立
て
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ

れ
は
故
郷
伏
見
へ
の
強
い
愛
惜
を
基
に
し
て
い
る
と
す
る）
17
（

。
こ
れ
ら
の
見
解
は
草
廬
の
詩
を
読
む
上
で
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
が
、
本
項
で

は
草
廬
の
歌
と
詩
を
比
較
し
た
と
き
、
表
現
の
相
似
は
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
趣
向
に
通
底
す
る
も
の
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
見
た
い
。

　

先
ず
草
廬
が
終
生
思
慕
し
続
け
た
故
郷
、
伏
見
を
詠
じ
た
歌
を
掲
げ
た
い
。
三
家
集
中
に
五
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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秋
の
比
伏
見
の
家
に
か
へ
り
、
あ
ば
ら
な
る
板
じ
き

　
　

に
ふ
せ
り
て

住
す
て
し
ふ
し
み
の
里
の
あ
れ
ま
く
も
を
じ
か
ふ
す
也
庭
の
蓬
生
（
な
Ⅱ
・
草
）

＊
な
Ⅱ
「
秋
の
こ
ろ
ふ
し
み
の
家
に
帰
り
、
あ
ば
ら
な
る
板
鋪
に
ふ
つ
と
よ
を
あ
か
し
て
」

　
　

伏
見
の
古
宅
に
て

古
郷
の
秋
を
と
ひ
き
て
終
夜
ひ
と
り
伏
見
の
月
ぞ
さ
び
し
き
（
草
）

　

二
首
は
伏
見
の
旧
宅
を
訪
れ
た
際
の
歌
で
あ
り
、
一
首
目
は
住
み
捨
て
た
故
郷
が
荒
廃
し
て
い
る
様
を
、
庭
に
生
い
茂
る
蓬
に
雄
鹿
が

臥
す
景
に
託
し
て
詠
む
。
こ
れ
は
実
景
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、「
蓬
生
」「
を
じ
か
（
雄
鹿
）」
と
荒
廃
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
措

辞
を
用
い
、
去
っ
て
久
し
い
故
郷
の
心
象
風
景
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
首
目
は
「
伏
見
」
に
「
臥
し
身
」
を
掛
け
、
独
り
旧

栖
で
臥
し
な
が
ら
見
る
秋
の
月
の
寂
し
さ
を
詠
じ
る
。
荒
廃
の
よ
う
す
と
寂
寥
の
思
い
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
故
郷
に
実
際
に
身
を
置
い
た

と
き
の
感
慨
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
詩
に
お
い
て
は
伏
見
の
旧
栖
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

乙
酉
春
宦
暇
歸
伏
水
舊
栖
有
感
而
作　
　

乙
酉
の
春
宦
暇
、
伏
水
の
旧
栖
に
帰
り
、
感
有
り
て
作
る

歸
來
伏
水
水
鄕
東　
　

帰
り
来
る　

伏
水
水
郷
の
東
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故
宅
就
荒
人
自
空　
　

故
宅
荒
に
就
い
て
人
自
ず
か
ら
空
し

只
管
雀
牙
穿
屋
上　
　

只
管　

雀
牙
屋
上
を
穿
ち
て

生
憎
蜘
網
窒
窗
中　
　

生
憎
す　

蜘
網
の
窓
中
を
窒
ぐ
こ
と
を

經
年
稍
盡
青
氈
物　
　

年
を
経
て
稍や

や
尽
く
青
氈
の
物

懷
古
堪
驚
白
髪
躬　
　

古
え
を
懐
い
て
驚
く
に
堪
え
た
り
白
髪
の
躬

園
有
不
言
桃
李
樹　
　

園
に
不
言
の
桃
李
樹
有
り
て

猶
迎
舊
主
咲
春
風　
　

猶
旧
主
を
迎
え
て
春
風
に
咲
う）
18
（

 

（『
草
廬
集
』
三
編
巻
之
四
）

「
故
宅
」
は
荒
れ
果
て
て
誰
も
お
ら
ず
、
雀
が
屋
根
を
毀
ち
窓
に
蜘
蛛
の
巣
が
張
る
こ
と
で
そ
の
荒
廃
を
詠
じ
る
。
前
掲
第
一
首
目
に
通

底
す
る
旧
栖
の
捉
え
方
で
あ
る
。
尾
聯
で
は
物
言
わ
な
い
桃
李
の
花
が
旧
住
人
を
迎
え
て
微
笑
む
と
詠
じ
る
。
他
の
伏
見
を
詠
じ
た
詩
で

は
旧
友
と
宴
を
催
す
こ
と
も
詠
ま
れ
る
が
、
詩
に
お
い
て
は
桃
な
ど
の
花
も
故
郷
を
懐
か
し
む
親
し
い
景
物
で
あ
っ
た
。
前
掲
二
首
目
の

月
に
つ
い
て
は
詩
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

遙
知
故
苑
松
蘿
月　
　

遥
か
に
知
る　

故
苑
松
蘿
の
月

寒
影
空
臨
舊
弊
廬　
　

寒
影
空
し
く
旧
弊
廬
に
臨
ま
ん
こ
と
を

 

（「
思
郷
／
予
仕
宦
于
彦
根
者
十
年
于
茲
矣
」『
草
廬
集
』
三
編
巻
之
四
）
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右
は
彦
根
に
あ
っ
て
旧
栖
を
思
い
や
っ
た
詩
だ
が
、
寒
々
と
し
た
月
光
が
う
ら
ぶ
れ
た
故
宅
を
照
ら
す
よ
う
す
を
想
像
す
る
。
前
掲
歌
は

実
際
故
郷
を
訪
れ
て
見
た
月
を
「
さ
び
し
き
」
と
表
現
し
て
い
た
が
、
詩
に
お
い
て
思
い
や
ら
れ
た
予
想
は
歌
に
お
い
て
追
体
験
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

伏
見
が
桃
の
名
所
で
あ
り
、
草
廬
が
そ
れ
に
事
寄
せ
桃
源
郷
に
擬
え
て
い
る
こ
と
は
前
記
福
井
氏
及
び
安
保
氏
に
指
摘
が
あ
る
が
、
家

集
に
伏
見
の
桃
花
を
詠
じ
た
歌
は
一
首
見
出
せ
る
。

　
　

ふ
し
み
山
は
豊
臣
の
お
と
ゞ
さ
し
も
つ
く
り
み

　
　

が
け
る
城
な
り
け
れ
ど
、
時
う
つ
り
て
今
は
桃

　
　

の
原
と
な
り
、
春
の
あ
は
れ
い
と
ふ
か
し

物
い
は
ゞ
花
に
と
は
ま
し
伏
見
山
扨
も
幾
世
の
春
や
か
れ
ぬ
と
（
草
）

豊
臣
氏
が
美
麗
を
尽
く
し
て
築
い
た
城
も
時
移
り
桃
原
と
な
っ
た
こ
と
を
詞
書
で
記
し
、
歌
に
は
幾
世
の
春
を
重
ね
て
き
た
の
か
、
と
桃

花
に
尋
ね
る
趣
向
の
歌
を
詠
む
が
、
こ
の
「
物
い
は
ゞ
」
に
関
連
す
る
語
が
詩
に
見
え
る
。

試
問
豐
王
全
盛
事　
　

試
み
に
問
う　

豊
王
全
盛
の
事

桃
花
無
語
咲
春
風　
　

桃
花　

語
無
く
春
風
に
咲
う 

（「
伏
水
古
壘
桃
花
」『
草
廬
集
』
七
編
巻
之
三
）
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詩
に
お
い
て
も
桃
を
人
に
見
立
て
て
、
伏
見
の
旧
事
を
尋
ね
る
趣
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

桃
花
若
語
應
相
笑　
　

桃
花　

若
し
応
に
相
笑
う
べ
く
語
ら
は
ば

前
度
龍
郎
化
白
頭　
　

前
度
の
龍
郎
白
頭
に
化
す 

（「
伏
水
桃
花
」『
草
廬
集
』
五
編
巻
之
八
）

と
も
あ
り
、
草
廬
に
と
っ
て
伏
見
の
桃
花
は
往
時
を
親
し
く
問
い
か
け
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

　

伏
見
を
詠
じ
た
江
戸
期
の
詩
は
桃
花
や
豊
臣
氏
の
儚
い
栄
華
を
詩
材
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
草
廬
の
歌
と
詩
の
両

様
に
詠
ま
れ
る
伏
見
詠
は
、
自
身
の
故
郷
で
あ
っ
た
こ
と
を
第
一
と
し
、
桃
花
を
詠
む
に
し
て
も
単
な
る
景
物
で
は
な
く
、
故
郷
の
象
徴

で
あ
り
、
当
地
の
歴
史
を
回
顧
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
旧
事
を
語
り
か
け
る
べ
き
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
安
保
氏
が
指
摘
す
る
事
例
を
見
た
い
。
氏
に
よ
れ
ば
草
廬
と
幽
蘭
社
中
に
そ
の
活
動
の
初
期
か
ら
「
張
翰
適
意
」
の
故
事
に
基
づ

く
語
が
頻
用
さ
れ
、
草
廬
及
び
そ
の
門
下
の
愛
用
語
で
あ
っ
た
と
す
る）
19
（

。「
張
翰
適
意
」
の
故
事
は
『
晋
書
』（
巻
九
二
）
を
出
典
と
し
、

『
蒙
求
』
に
採
録
さ
れ
る
。
東
晋
の
張
翰
が
洛
陽
で
官
吏
を
し
て
い
た
折
、
秋
風
の
起
つ
の
を
見
て
、
故
郷
で
あ
る
江
南
呉
県
の
蓴
菜
の

羹
と
鱸
の
膾
の
味
を
思
い
出
し
、
官
界
に
身
を
置
き
名
誉
と
地
位
を
求
め
る
よ
り
も
、
故
郷
で
自
適
に
世
を
過
ご
す
方
が
よ
い
と
思
い
立

ち
、
都
を
辞
し
た
故
事
で
あ
る
。
氏
に
よ
っ
て
『
草
廬
集
』
及
び
『
金
蘭
詩
集
』（
草
廬
編
／
宝
暦
四
年
刊
）
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
再
掲
は
避
け
る
が
、「
蓴
羹
・
蓴
菜
」「
鱸
魚
・
鱸
膾
」
の
語
が
詠
ま
れ
、
名
利
や
俗
事
に
関
わ
ら
な
い
生
き
方
へ
の
憧
憬
を
趣
向

と
す
る
詩
を
賦
し
て
い
る
。
こ
の
「
張
翰
適
意
」
を
趣
向
と
し
た
と
お
ぼ
し
き
歌
が
一
首
あ
る
。
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つ
か
へ
を
か
へ
し
け
る
時
よ
め
る

あ
な
う
れ
し
冠
は
か
け
つ
け
ふ
よ
り
は
此
秋
の
江
に
す
ゞ
き
つ
ら
ば
や
（
草
）

　

草
廬
が
彦
根
藩
を
致
仕
し
た
の
は
安
永
三
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
折
の
心
境
を
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。
仕
え
を
罷
め
た
解
放
感
を
喜
ん
で

い
る
が
、
下
句
の
秋
の
江
に
鱸
を
釣
り
た
い
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
前
記
し
た
「
張
翰
適
意
」
の
鱸
に
材
を
得
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る）
20
（

。
張
翰
の
帰
郷
を
思
い
立
っ
た
季
節
と
自
身
の
致
仕
し
た
（
実
際
の
致
仕
は
冬
）
季
節
を
重
ね
「
此
秋
の
江
」
と
し
、
張
翰
が
官
を
辞

め
帰
郷
を
思
い
立
っ
た
鱸
膾
の
「
す
ゞ
き
（
鱸
）」
を
詠
み
表
わ
し
、
あ
の
張
翰
は
鱸
膾
を
思
い
出
し
出
仕
を
辞
め
故
郷
へ
帰
っ
た
が
、

私
は
そ
の
鱸
を
釣
り
た
い
も
の
だ
、
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
釣
る
と
い
う
趣
向
は
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

安
保
氏
は
草
廬
の
詩
に
柳
宗
元
「
江
雪
」
の
「
孤
舟
蓑
笠
翁　

独
釣
寒
江
雪
」
に
因
む
詩
句
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
は
「「
吏
隠
」（
低

い
官
職
に
身
を
隠
す
者
）」
と
し
て
の
自
己
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る）
21
（

。
例
え
ば
『
草
廬
集
』
に
は
「
化
作
寒
江
釣
雪
翁
」（「
所
思
」

三
編
巻
之
六
）、「
自
今
復
作
釣
魚
人
」（「
帰
江
湖
」
同
上
）、「
今
則
江
湖
一
釣
翁
」（「
七
月
一
日
同
江
穆
圭
平
師
古
遊
鳧
西
水
楼
」
四
編

巻
之
六
）
と
あ
り
、
自
ら
を
漁
者
に
託
し
て
詠
む
。
翻
っ
て
前
掲
歌
を
見
る
と
、「
張
翰
適
意
」
の
官
を
辞
す
こ
と
と
鱸
と
い
う
素
材
、

そ
し
て
今
見
た
一
漁
者
と
な
り
釣
り
糸
を
垂
れ
る
姿
を
詠
む
詩
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
両
者
の
趣
向
が
融
合
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
官
職
を
離
れ
る
に
当
た
り
、
以
前
か
ら
草
廬
の
詩
作
の
糧
に
な
っ
て
い
た
二
種
の
趣
向
が
一
首
の
中
で
同
時
に

共
鳴
し
て
い
る
も
の
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
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四　

草
廬
の
和
歌
に
つ
い
て
の
言
説

　

草
廬
に
は
歌
論
書
は
な
い
が
、
所
々
で
自
己
の
歌
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
真
淵
に
入
門
し

た
草
廬
が
師
の
真
淵
に
問
う
た
『
答
問
遺
章
』（
宝
暦
十
年
成
。『
龍
の
き
み
え
賀
茂
の
ま
ふ
ち
問
ひ
答
へ
』）
で
あ
る
。
す
で
に
中
野
氏

が
内
容
を
ま
と
め
ら
れ）
22
（

、
揖
斐
氏
に
も
論
考
が
備
わ
る）
23
（

。
二
氏
の
引
用
・
解
説
と
重
複
す
る
所
も
あ
る
が
、
本
項
で
は
草
廬
が
和
歌
に
つ

い
て
い
か
な
る
見
解
を
有
し
て
い
た
の
か
が
知
ら
れ
る
言
説
を
見
て
み
た
い
。
同
書
第
十
七
条
に
は
草
廬
の
和
歌
観
と
同
期
の
堂
上
歌
壇

に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
る
（
草
廬
の
当
該
条
文
を
掲
出
順
に
番
号
を
付
す
）。

①
一 

歌
は
も
と
い
に
し
へ
に
は
人
々
己
が
身
に
大
な
る
よ
こ
ろ
び
あ
る
か
、
或
は
う
れ
ひ
あ
る
か
な
ど
の
時
、
た
ま
〳
〵
そ
の
志
を

の
べ
た
る
も
の
也
し
を
、
漸
々
さ
か
む
に
な
り
し
よ
り
、
歌
を
な
ぐ
さ
み
よ
み
し
ゆ
ゑ
も
て
あ
そ
び
と
な
り
し
よ
り
、
題
詠
な

ど
出
き
て
歌
て
ふ
も
の
は
る
か
に
降
り
ぬ
る
な
ら
む
。
猶
周
詩
く
だ
り
て
唐
詩
と
な
り
て
、
も
て
あ
そ
び
と
な
り
は
て
し
と
お

な
じ
か
ら
む
と
お
ぼ
ゆ）
24
（

。

　

冒
頭
は
中
世
以
来
の
歌
に
対
し
て
の
批
判
で
あ
る
。
自
身
に
「
よ
ろ
こ
び
」「
う
れ
ひ
」
な
ど
の
心
情
が
起
っ
た
と
き
そ
の
「
志
」
を

詠
む
べ
き
歌
が
、
次
第
に
玩
び
物
と
な
り
、
終
に
題
詠
と
い
う
詠
作
法
が
現
れ
て
本
来
の
歌
の
姿
が
失
わ
れ
、
そ
れ
は
唐
土
で
『
詩
経
』

に
歌
わ
れ
る
真
実
の
詩
が
唐
代
に
玩
び
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
真
率
の
実
情
を
詠
む
は
ず
の
歌
が
後

世
慰
み
の
た
め
の
玩
具
に
退
廃
し
た
こ
と
を
難
じ
る
が
、
真
淵
の
「（
上
略
）
心
に
思
ふ
事
あ
る
と
き
は
、
言
に
あ
げ
て
う
た
ふ
。
こ
を
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う
た
と
い
ふ
め
り
。
か
く
う
た
ふ
も
、
ひ
た
ぶ
る
に
ひ
と
つ
心
に
う
た
ひ
、（
中
略
）
故
い
と
末
の
世
と
な
り
に
て
は
、
歌
の
心
こ
と
ば
も
、

つ
ね
の
こ
ゝ
ろ
言
ば
し
も
、
異
な
る
も
の
と
な
り
て
、
歌
と
し
い
へ
ば
、
し
か
る
べ
き
心
を
ま
げ
、
言
葉
を
も
と
め
と
り
、
ふ
り
ぬ
る
跡

を
お
ひ
て
、
わ
が
こ
ゝ
ろ
を
心
と
も
せ
ず
、
よ
む
な
り
け
り）
25
（

」（『
歌
意
考
』〈
精
撰
本
〉。
寛
政
十
二
年
刊
）
の
言
と
通
底
す
る
も
の
が
あ

る
。
両
者
は
歌
を
詠
む
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
意
見
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
題
詠
の
問
題
に
つ
い
て
は
真
淵
も
苦
慮
し
て
い
る
が
、

本
条
の
答
に
真
淵
の
そ
れ
に
あ
た
る
言
が
な
い
た
め
、
同
書
第
三
条
の
問
に
答
え
た
言
を
挙
げ
て
置
き
た
い
。

一
歌
を
題
詠
に
い
た
し
候
事
後
世
の
こ
と
ゝ
存
候
。
余
は
已
後
は
題
詠
を
か
た
く
相
止
メ
可
申
と
存
候
。
い
か
ゞ
。

答
後
世
の
歌
先
は
題
詠
に
て
そ
こ
な
ひ
そ
め
た
り
。
よ
て
お
の
が
か
た
に
は
歌
会
に
も
は
し
に
詞
を
書
て
よ
み
侍
り
。
又
は
絵
な

ど
を
と
り
ま
ぜ
侍
り
。
さ
れ
ど
古
今
六
帖
の
題
の
書
様
な
ど
は
風
流
な
る
も
有
。
雑
思
と
い
ふ
部
に
書
し
題
ど
も
を
か
し
け
れ
ば
、

さ
る
題
は
よ
ま
せ
侍
り
。（
中
略
）
且
題
に
お
そ
れ
ず
、
題
を
と
り
つ
か
ふ
ご
と
く
よ
む
ぞ
よ
き
。
後
の
習
を
ひ
と
つ
も
な
用
ひ

給
ひ
そ
。

　

今
後
題
詠
を
詠
ま
な
い
と
す
る
草
廬
の
言
は
当
期
に
あ
っ
て
は
大
胆
だ
が
、真
淵
は
自
門
の
題
詠
に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
、『
古

今
和
歌
六
帖
』「
雑
思
」（
第
五
帖
）
所
載
題
は
「
書
様
」
が
風
流
な
の
で
そ
の
よ
う
な
題
は
門
人
に
詠
ま
せ
て
お
り
、
題
に
萎
縮
す
る
こ

と
な
く
「
と
り
つ
か
」
う
よ
う
に
詠
む
こ
と
を
勧
め
る
。「
雑
思
」
は
「
し
ら
ぬ
人
」「
い
ひ
は
じ
む
」「
と
し
を
へ
て
い
ふ
」
な
ど
と
仮

名
書
き
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
に
ひ
ま
な
び
』（
明
和
二
年
成
）
に
「
題
な
ど
は
六
帖
ぞ
よ
き
。
中
に
雑
の
思
て
ふ
条
に
書

け
る
題
の
言
葉
ど
も
面
し
ろ
し
。
後
世
人
は
文
字
題
に
て
よ
む
か
ら
に
歌
の
姿
か
た
く
な
し
く
低
し
。
同
じ
言
を
も
仮
字
に
書
き
た
る
時
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は
よ
む
歌
も
お
の
づ
か
ら
ゆ
た
か
に
み
や
び
て
出
で
く
め
り
。」
と
あ
り
、
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
る）
26
（

。
真
名
表
記
題
は
堅
苦
し
く
仮
名

表
記
題
は
「
風
流
」
で
あ
り
、
自
然
と
お
お
よ
う
で
優
雅
な
歌
が
詠
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
と
す
る
。
真
淵
の
家
集
に
は
題
詠
歌
が
多
々

あ
り
、
実
際
の
歌
作
と
理
想
の
歌
作
に
隔
た
り
が
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
草
廬
の
家
集
全
体
の
題
詠
歌
と
非
題
詠
歌
は
ほ
ぼ
半
々
で

あ
り
、
同
時
代
の
家
集
と
較
べ
非
題
詠
歌
が
突
出
し
て
多
い
。
専
門
歌
人
で
は
な
か
っ
た
た
め
よ
り
自
由
な
歌
作
を
為
し
得
た
と
も
い
え

よ
う
が
、
①
の
言
と
右
記
の
言
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
題
詠
よ
り
も
実
情
を
詠
む
非
題
詠
歌
を
重
視
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

①
の
問
に
対
す
る
真
淵
の
答
は
最
初
に
「
答
示
し
給
ふ
ご
と
し
」
と
あ
り
草
廬
の
考
え
を
肯
定
し
た
上
で
こ
う
記
す
。

さ
れ
ど
今
と
な
り
て
、
い
に
し
へ
の
世
を
も
人
を
も
語
を
も
し
ら
む
に
は
歌
に
し
く
も
の
な
し
。
史
な
ど
に
て
ひ
と
わ
た
り
を
知
が

う
へ
に
古
意
を
見
て
、
己
も
そ
れ
に
似
つ
か
ば
や
と
思
ひ
て
朝
夕
に
よ
む
が
為
に
は
教
へ
ず
し
て
、
古
人
の
こ
ゝ
ろ
こ
と
ば
を
知
る

な
り
。
さ
て
こ
そ
古
の
そ
の
世
は
人
の
こ
ゝ
ろ
か
く
ぞ
有
し
て
ふ
を
ふ
か
く
し
ら
る
べ
し
。
し
か
れ
ば
た
ゞ
心
に
思
ふ
故
あ
り
て
の

み
よ
み
し
は
い
に
し
へ
の
こ
と
に
て
、
今
は
業
と
し
て
つ
と
め
ず
は
、
い
か
で
古
歌
の
風
に
い
た
ら
む
、
い
か
で
古
世
を
も
し
ら
れ

む
。
た
ゞ
芸
と
お
も
ふ
筋
を
や
む
べ
き
也
。

古
代
・
古
意
・
古
人
の
心
・
詞
を
知
る
た
め
に
歌
│
古
風
│
に
就
き
、
そ
の
風
に
似
せ
た
い
と
思
い
朝
夕
倣
い
詠
む
の
で
自
然
と
古
人
の

心
が
知
ら
れ
、
そ
う
し
て
こ
そ
古
人
の
心
が
深
く
理
解
で
き
る
と
す
る
。
心
に
思
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
詠
じ
て
歌
に
な
っ
た
の
は
古
の
こ

と
で
、
当
世
は
修
練
し
な
け
れ
ば
古
歌
の
風
に
至
る
こ
と
な
く
、
古
き
世
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
草
廬
の
言
を
肯
定
し
た
上

で
実
際
の
古
風
に
至
る
た
め
の
方
法
を
示
し
て
い
る
。
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② 
な
に
と
ぞ
い
に
し
へ
に
か
へ
し
度
事
に
て
候
時
勢
な
れ
ば
是
非
な
し
。
こ
と
に
い
つ
こ
ろ
よ
り
か
縉
紳
家
の
業
と
な
り
終
に
伝
授

事
出
来
、
士
庶
は
い
か
や
う
の
善
説
善
歌
あ
り
て
も
、
た
れ
と
り
上
る
こ
と
な
き
や
う
に
な
り
行
候
事
、
さ
て
〳
〵
な
げ
か
し
き

御
事
と
奉
存
候
。貴
君
な
ど
御
高
見
さ
ぞ
〳
〵
と
乍
憚
御
推
察
仕
候
。せ
め
て
か
や
う
の
こ
と
を
語
り
合
申
人
も
な
く
、た
ま
〳
〵

歌
よ
み
候
人
は
縉
紳
家
の
教
を
最
上
の
事
と
心
得
、
一
向
予
が
か
や
う
の
説
な
ど
は
狂
気
の
ご
と
く
い
ひ
、
ま
た
少
し
文
字
好
の

人
は
歌
の
こ
と
よ
り
は
じ
め
、
日
本
の
こ
と
は
い
や
し
き
こ
と
の
や
う
に
お
も
ひ
て
耳
に
も
不
入
。
さ
て
海
内
の
知
己
は
た
え
て

な
く
候
。
東
武
は
ヒ
ロ
キ
所
に
候
へ
ば
御
知
音
も
多
く
御
ざ
候
半
と
御
う
ら
や
ま
し
く
奉
存
候
。

　

①
に
続
き
、
返
す
刀
で
中
世
歌
学
に
基
づ
く
堂
上
家
の
伝
授
事
を
批
判
し
、
地
下
人
が
い
か
に
善
き
説
を
出
し
善
き
歌
を
詠
じ
て
も
誰

も
取
り
上
げ
な
い
現
状
を
嘆
く
。
さ
ら
に
一
般
の
歌
人
も
堂
上
家
を
崇
め
、
自
分
の
見
解
に
は
耳
を
貸
さ
な
い
と
も
述
べ
る
。
古
今
伝
授

な
ど
の
堂
上
の
伝
授
・
歌
学
を
批
判
し
た
も
の
と
し
て
は
す
で
に
戸
田
茂
睡
『
梨
本
集
』（
元
禄
十
一
年
成
）
が
あ
り
、
荷
田
在
満
『
国

歌
八
論
』（
寛
保
二
年
成
）
に
も
堂
上
家
の
歌
学
の
あ
り
よ
う
を
手
厳
し
く
批
判
す
る
言
が
あ
る
。
同
時
代
の
本
居
宣
長
『
排
蘆
小
船
』（
宝

暦
九
年
頃
成
）
に
も
古
今
伝
授
の
説
は
信
じ
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
伝
授
に
関
す
る
堂
上
へ
の
批
判
・
反
発
は
宝
暦
年
間
に
は
目

新
し
く
な
い
が
、
草
廬
は
堂
上
の
伝
授
、
当
世
の
歌
人
が
他
を
見
ず
、
堂
上
家
を
一
向
に
尊
む
こ
と
を
批
判
す
る
。
宝
暦
年
間
の
京
に
は

堂
上
に
冷
泉
為
村
・
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
の
存
在
が
あ
り
、
な
お
そ
の
権
威
が
強
い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
「
海
内
に
知
己
た
え
て
な
く
候
」

と
記
す
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
年
間
に
な
る
と
小
澤
蘆
庵
『
布
留
の
中
道
』（
寛
政
二
年
成
・
同
十
二
年
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、
伝
授
事
・
制

詞
な
ど
は
本
来
な
い
と
攻
撃
す
る
が
、
草
廬
は
同
時
代
の
堂
上
家
に
批
判
的
な
地
下
歌
人
と
同
じ
考
え
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
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る
。
こ
の
後
「
京
都
或
は
当
境
な
ど
は
一
人
も
無
之
（
下
略
）」
と
あ
り
、
歌
に
同
志
を
得
な
い
こ
と
を
嘆
く
文
で
本
条
の
問
を
終
え
る
。

こ
れ
に
対
し
真
淵
は
草
廬
の
堂
上
家
批
判
に
関
し
て
、
王
威
が
衰
え
臣
下
の
権
柄
が
強
く
な
り
、
天
下
の
人
々
が
万
事
縉
紳
家
に
従
う
よ

う
に
な
り
、
鎌
倉
期
以
降
政
治
に
携
わ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、「
遊
芸
」
の
家
と
し
て
我
が
家
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
俗
意
」

か
ら
起
っ
た
の
だ
と
し
、
こ
れ
も
王
権
の
盛
衰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
、

し
か
れ
ば
今
は
た
ゞ
学
問
も
歌
も
世
の
益
に
な
さ
む
と
す
る
は
却
て
短
気
の
こ
と
な
り
。
何
と
な
く
こ
の
ま
し
き
に
入
て
楽
し
み
と

せ
ん
の
み
。
も
し
千
載
に
友
出
来
ば
幸
な
ら
む
。
ま
た
天
地
日
月
の
今
古
同
じ
け
れ
ば
、
又
い
に
し
へ
に
か
へ
る
代
あ
る
ま
じ
と
も

い
ふ
べ
か
ら
ず
。
さ
る
代
も
あ
ら
ば
万
一
も
用
ひ
ら
れ
ん
な
ど
し
ら
れ
ぬ
こ
と
を
せ
め
て
は
お
も
ふ
の
み
。（
以
下
略
）

と
記
し
、
政
教
主
義
的
な
考
え
を
捨
て
「
学
問
」「
歌
」
も
自
己
の
楽
し
み
と
し
、
千
年
後
の
同
志
を
期
し
、
時
勢
の
回
天
を
待
つ
べ
き

と
す
る
。
次
に
江
戸
に
お
い
て
少
数
で
は
あ
る
が
古
風
を
好
む
人
士
が
お
り
、
契
沖
の
書
も
読
ま
れ
、
万
葉
歌
な
ど
も
披
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
①
②
の
草
廬
の
言
を
歓
ぶ
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
淵
は
草
廬
の
問
に
対
し
て
丁
寧
に
自
説

を
述
べ
て
お
り
、
古
風
へ
教
導
し
よ
う
と
す
る
。
真
淵
か
ら
す
れ
ば
進
ん
で
入
門
し
た
草
廬
は
万
葉
歌
を
中
心
と
す
る
古
風
を
志
し
て
い

た
と
思
っ
た
ろ
う
が
、
草
廬
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
②
の
「
い
に
し
へ
に
か
へ
し
度
事
に
て
候
時
勢
な
れ
」
ば
と
あ
る
「
い
に
し
へ
」

は
真
淵
に
と
っ
て
は
古
風
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
草
廬
は
別
の
方
向
を
向
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

予
講
学
の
暇
古
今
集
を
読
ん
で
其
の
奇
絶
な
る
者
は
、
胸
襟
曠
達
に
し
て
詞
義
婉
曲
な
る
を
愛
す）
27
（

。（
原
漢
文
）
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（「
東
路
日
記
序
」『
草
廬
文
集
』
所
収
／
天
明
三
年
刊
）

と
い
う
言
が
見
ら
れ
、
古
今
集
の
「
詞
義
婉
曲
な
る
を
愛
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
前
項
で
見
た
草
廬
の
歌
は
掛
詞
な
ど
の
修
辞

が
多
く
、
古
今
集
以
来
の
歌
作
に
基
づ
く
こ
と
を
述
べ
た
が
、
真
淵
の
添
削
を
反
映
せ
ず
に
三
家
集
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
や
右
記
の
言

を
見
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
草
廬
は
元
来
真
淵
の
古
風
を
吸
収
す
る
素
地
を
持
た
ず
、
専
ら
詠
作
基
盤
に
古
今
集
を
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
最
後
に
「
あ
ふ
み
の
国
ひ
こ
ね
と
い
ふ
所
に
住
な
れ
て
後
」
と
詞
書
さ
れ
た
歌
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

逢
坂
の
こ
な
た
と
よ
み
し
都
路
を
関
の
あ
な
た
に
今
は
な
し
つ
る
（
草
）

　

都
住
ま
い
の
と
き
は
都
路
は
逢
坂
関
の
「
こ
な
た
」
で
あ
っ
た
が
、
彦
根
住
ま
い
に
な
っ
て
か
ら
は
都
路
は
「
あ
な
た
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
詠
む
。
都
か
ら
離
れ
た
疎
隔
感
を
詠
む
が
、
古
今
風
の
所
謂
理
知
的
発
想
に
基
づ
く
歌
で
あ
り
、
前
記
「
詞
義
婉
曲
」
を
歌
作

の
拠
り
所
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
草
廬
が
な
ぜ
詩
を
詠
む
傍
ら
歌
を
も
詠
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
草
廬
の
語
る
と
こ
ろ
に
拠
れ

ば
、
龍
家
は
源
経
信
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
。
経
信
は
歌
人
と
し
て
『
経
信
集
』
が
あ
り
、『
後
拾
遺
集
』
以
下
勅
撰
集
に
八
七
首
入
集
し
、



88

「
ゆ
ふ
さ
れ
ば
か
ど
た
の
い
な
ば
お
と
づ
れ
て
あ
し
の
ま
ろ
や
に
あ
き
か
ぜ
ぞ
ふ
く
」（
経
信
集
・
秋
・
一
〇
三
）
歌
が
『
百
人
一
首
』（
七

一
）
に
採
ら
れ
た
平
安
後
期
の
歌
人
で
あ
る
。
草
廬
自
ら
は
漢
詩
文
を
以
っ
て
身
を
興
し
た
が
、
和
の
血
脈
を
た
ど
れ
ば
大
歌
人
経
信
に

至
る
こ
と
は
、
自
身
に
歌
人
の
血
統
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
系
に
つ
い
て
は
草
廬
自
身
何
度
も
記
し

て
い
る
。
ま
た
父
善
昌
は
契
沖
の
門
人
で
あ
り
、
後
年
父
が
書
写
し
た
『
漫
吟
集
』
を
天
明
七
年
に
上
梓
し
、
自
身
も
円
珠
庵
所
蔵
の
契

沖
の
家
集
を
書
写
し
て
い
る）
28
（

。
経
信
に
至
る
と
す
る
、
家
系
に
対
す
る
意
識
と
父
の
営
み
は
草
廬
に
歌
を
詠
ま
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

今
一
つ
は
時
代
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
漢
詩
人
が
和
歌
題
で
詩
を
詠
む
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
近
世
前
期
に
姫
路
藩
の
儒
者
松
井

可
楽
が
当
地
の
一
の
宮
再
興
を
祝
い
『
頓
阿
百
首
』
題
で
七
言
絶
句
を
賦
し
た
『
和
歌
題
百
首
詩
』（
元
禄
十
七
年
刊
）
が
あ
り
、
木
下

順
庵
、
伊
藤
東
涯
に
も
和
歌
題
に
よ
る
詩
作
が
あ
る）
29
（

。
中
期
以
降
に
は
六
如
と
皆
川
淇
園
の
合
作
し
た
『
六
如
淇
園
和
歌
題
百
絶
』（
文

化
十
五
年
刊
）
が
あ
り
、
六
如
に
は
『
六
如
菴
詩
鈔
遺
編
』（
文
政
六
年
刊
）
巻
下
に
「
倭
歌
題
」
と
題
し
た
一
六
三
首
の
七
言
絶
句
が

存
し
、
菊
池
五
山
に
は
『
和
歌
題
絶
句
』（
文
政
七
年
刊
）
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
大
典
顕
常
の
詩
集
『
北
禅
遺
草
』（
文
化
四
年
刊
）

に
、
西
行
歌
「
と
め
こ
か
し
梅
さ
か
り
な
る
我
が
宿
を
う
と
き
も
人
は
を
り
に
こ
そ
よ
れ
」（
西
行
法
師
家
集
・
三
三
）
と
、
元
稹
「
古
寺
」

の
「
花
時
不
到
有
花
院　

意
在
尋
僧
不
在
花
」
の
転
句
・
結
句
を
引
き
、
西
行
歌
に
つ
い
て
は
風
雅
を
愛
す
る
人
の
交
際
は
情
誼
に
よ
ら

ず
風
流
に
よ
り
、
元
稹
に
つ
い
て
は
世
塵
を
離
れ
た
情
が
そ
の
光
景
に
表
出
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
西
行
の
歌
は
「
主
に
し
て

優
な
る
は
彼
の
勢
利
に
趨
き
て
韻
致
に
乏
し
き
は
恥
づ
べ
し
」（
原
漢
文
）
と
し
、
元
稹
の
詩
は
「
客
に
し
て
厚
き
は
彼
の
般
楽
を
事
と

し
て
軽
薄
を
競
う
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
難
を
挙
げ
、
そ
こ
で
「
一
首
は
西
行
を
述
す
。
一
首
は
元
稹
を
述
す
。
一
首
は
自
叙
す）
30
（

。」
と
し
、

西
行
歌
・
元
稹
詩
を
基
に
し
た
詩
作
が
あ
り
、
歌
と
詩
を
同
時
に
翻
案
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る）
31
（

。
近
世
期
に
は
和
歌
題
で
の
詩
作
が
多
く
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見
ら
れ
、
詩
の
側
が
歌
の
情
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
、
大
典
に
お
い
て
は
一
首
の
歌
の
趣
向
を
詩
に
移
し
て
新
た
に
賦
し
た
例
も
存
す
る
。

草
廬
に
も
和
歌
に
関
す
る
題
で
の
詩
作
が
あ
り
、
一
首
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　

木
幡
秋
砧
和
歌
多
詠
擣

衣
者
故
題
之　

木
幡
の
秋
砧
和
歌
多
く
擣
衣
を
詠
め

ば
、
故
に
之
を
題
す

一
宿
木
幡
山
里
秋　
　

一
宿　

木
幡
山
里
の
秋

寒
砧
動
處
月
華
流　
　

寒
砧　

動
く
処
月
華
流
る

征
人
今
夜
何
無
淚　
　

征
人　

今
夜
何
ぞ
涙
無
か
ら
む

斷
續
聲
哀
搗
旅
愁　
　

断
続
声
哀　

旅
愁
を
搗
く 

（『
草
廬
集
』
七
編
巻
之
三
）

分
注
に
歌
に
お
い
て
木
幡
で
は
多
く
「
擣
衣
」
を
詠
む
の
で
題
と
し
た
と
あ
る
が
、
歌
枕
と
特
定
の
景
物
の
結
び
付
き
に
興
趣
を
覚
え
て

詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
途
切
れ
が
ち
に
聞
こ
え
て
く
る
砧
を
打
つ
音
に
旅
愁
が
募
り
、
旅
人
は
涙
を
流
す
と
詠
じ
、
歌
の
世
界
が
紡
い
で

き
た
情
趣
を
詩
に
移
し
て
詠
む
。
無
論
「
砧
」
は
六
朝
以
来
の
詩
題
で
あ
り
、
李
白
の
「
子
夜
呉
歌
」
な
ど
の
詩
に
婦
が
夫
の
帰
り
を
待

ち
侘
び
、
そ
の
砧
を
打
つ
音
に
寂
寥
を
感
じ
る
詩
情
を
王
朝
期
の
歌
が
摂
取
し
た
の
だ
が
、
草
廬
は
詩
由
来
の
題
材
を
和
歌
経
由
で
再
度

捉
え
直
し
、
新
た
に
詩
作
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
擣
衣
題
で
詠
ま
れ
た
歌
一
首
を
見
て
お
き
た
い
。

　
　

聞
擣
衣

聞
人
に
秋
の
泪
の
か
ゝ
る
と
も
し
ら
で
や
余
所
に
衣
う
つ
ら
ん
（
草
）
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秋
夜
、
砧
の
声
を
聞
き
寂
寥
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
心
持
ち
を
詠
じ
て
お
り
、「
擣
衣
」
題
の
本
意
に
沿
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
草
廬
は
詩

作
・
歌
作
に
お
い
て
和
漢
が
共
有
し
た
詩
情
を
歌
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

草
廬
が
多
く
の
歌
を
詠
じ
た
詩
人
で
あ
っ
た
の
は
、
自
身
の
家
系
及
び
父
の
存
在
と
い
う
内
在
的
な
要
素
、
同
時
代
の
和
歌
題
摂
取
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
詩
の
側
か
ら
の
歌
へ
の
接
近
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
草
廬
の
場
合
、
詩
を
本
領
と
し
な
が
ら
生

涯
に
渡
り
歌
を
詠
み
、
漢
と
和
の
両
様
の
表
現
性
を
持
ち
得
た
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１

） 

中
野
三
敏
「
龍
草
廬
」（
中
村
幸
彦
編
『
大
東
急
記
念
文
庫
公
開
講
座
講
演
録　

近
世
の
漢
詩
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）

（
２

） 

琴
台
・
霞
舟
は
京
に
古
文
辞
学
を
広
め
た
宇
野
明
霞
に
就
い
た
と
す
る
が
、
山
室
士
錦
の
「
龍
艸
廬
先
生
傳
畧
」（『
草
廬
集
』
初
編
）
で
は
独
学

し
て
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春
台
の
経
学
・
文
章
を
学
ん
だ
と
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
時
代
性
を
考
え
る
と
、
草
廬
の
修
学
時
代
は
古
文
辞
学
を
学
ん
で
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
３

） 

松
下
忠
「
龍
草
廬
」（『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
│
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取
│
』
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
）

（
４

） 

日
野
龍
夫
氏
の
草
廬
の
詩
作
に
言
及
す
る
論
文
と
し
て
「
蕪
村
と
漢
詩
」（『
宣
長
・
秋
成
・
蕪
村　

日
野
龍
夫
著
作
集
第
二
巻
』
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
氏
は
「
自
君
之
出
矣
六
首
」（『
草
廬
集
』
二
編
巻
之
一
）「
其
五
」
に
男
が
去
っ
た
こ
と
を
悲
し
む
女
の
心
持
ち
を
詠
ん

だ
「
思
君
如
楊
柳　

風
前
乱
成
糸
」
の
表
現
は
詩
に
柳
の
糸
の
乱
れ
を
心
の
乱
れ
に
喩
え
る
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
一
般
的
な
趣
向
で
は
な
く
、

歌
人
で
も
あ
っ
た
草
廬
に
っ
と
て
は
「
春
雨
の
降
り
し
く
こ
ろ
は
青
柳
の
い
と
乱
れ
つ
つ
人
ぞ
恋
し
き
」（
新
古
今
集
・
恋
四
、
一
二
五
〇
）
な
ど

の
歌
の
方
が
身
近
な
先
蹤
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
、「
つ
ま
り
草
廬
の
詩
に
お
け
る
柳
は
中
国
の
伝
統
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
日
本
の
伝
統
に
よ
っ
て

恋
に
結
び
つ
い
て
い
る
。」
と
さ
れ
、
草
廬
の
詩
作
に
お
け
る
和
歌
の
影
響
に
つ
い
て
の
示
唆
的
な
言
が
あ
る
。

（
５

） 

こ
の
他
漢
詩
人
・
儒
者
で
家
集
が
存
す
る
の
は
藤
原
惺
窩
『
惺
窩
集
』（
二
三
五
首
）
が
あ
り
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
）
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に
は
「
儒
者
と
和
歌
」
の
項
目
に
家
集
の
あ
る
近
世
期
の
儒
者
十
八
名
を
掲
出
す
る
。
草
廬
に
関
し
て
は
『
峯
の
ま
さ
か
き
』『
な
ら
の
葉
』
を
掲

出
す
る
が
、『
国
風
草
廬
集
』
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
荻
生
徂
徠
に
『
蘐
園
歌
集
』（
全
九
七
首
）
が
あ
る
こ
と
を
中
野
三
敏
氏
が
報
告
さ
れ

て
い
る
（「
雅
語
俗
録　

陸
」『
雅
俗
』
第
六
号
、
雅
俗
の
会
、
一
九
九
九
年
一
月
）。

（
６

） 
中
野
三
敏
「
草
廬
昼
錦
」（『
江
戸
狂
者
伝
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
７

） 

揖
斐
高
「
賀
茂
真
淵
の
和
歌
添
削
│
自
筆
本
『
賀
茂
真
淵
評
草
廬
和
歌
集
』
を
通
し
て
」（『
近
世
文
学
の
境
界
│
個
我
と
表
現
の
変
容
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
九
年
）

（
８

） 

雲
岡
梓
「
麗
女
と
草
廬
」（『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。
雲
岡
氏
は
草
廬
と
親
交
の
あ
っ
た
荒
木
田
麗
女
の
草
廬
観
及

び
麗
女
も
万
葉
集
の
語
彙
と
そ
の
表
現
を
詠
じ
て
お
り
、
後
世
の
言
葉
ま
で
こ
だ
わ
り
な
く
用
い
て
い
る
と
評
し
、
草
廬
と
麗
女
の
接
点
を
指
摘
す

る
。

（
９

） 

天
明
二
年
以
前
に
成
立
し
た
紀
行
文
に
『
南
遊
詩
艸
』（
安
永
五
年
刊
。
国
会
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
、
詩
文-3758

）
が
あ
り
、
そ
の
巻
末
「
南

遊
草
附
」
に
八
首
（
こ
の
内
四
首
が
三
家
集
所
収
歌
）
が
収
録
さ
れ
る
。
天
明
二
年
以
降
の
紀
行
文
に
は
以
下
の
二
種
が
あ
る
。『
草
廬
先
生
大
和

道
之
記
』（
天
明
二
年
序
刊
。
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
蔵
。
登
録
番
号
、L-11356

）
に
草
廬
歌
十
九
首
を
収
め
る
。『
草
廬
先
生
河
内
道
之
記
』（
天

明
三
年
刊
。
森
文
庫
蔵
。
登
録
番
号
、J-14423
）
に
は
草
廬
歌
十
八
首
を
収
め
る
。

（
10
） 

注（
６

）に
同
じ
。

（
11
） 

揖
斐
高
他
「
成
蹊
大
学
図
書
館
所
蔵
『
賀
茂
真
淵
評
草
廬
和
歌
集
』
│
翻
刻
と
解
題
│
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』
第
14
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

本
稿
の
引
用
は
同
翻
刻
に
拠
る
。

（
12
） 

注（
７

）に
同
じ
。
以
下
、
揖
斐
氏
の
言
は
同
論
文
に
拠
る
。
本
書
の
成
立
時
期
は
同
氏
の
見
解
に
よ
る
。

（
13
） 

注（
６

）に
同
じ
。

（
14
） 

中
古
・
中
世
期
の
和
歌
か
ら
二
例
を
掲
出
し
て
お
く
。

春
き
ぬ
と
い
ま
は
い
ぶ
き
の
山
べ
に
も
ま
だ
し
か
り
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
声 

（
古
今
和
歌
六
帖
・
二
・
山
・
き
せ
ん
ほ
ふ
し
・
八
八
八
）

春
た
つ
と
い
ぶ
き
の
山
の
し
ら
雲
の
か
か
る
こ
ず
ゑ
は
花
ぞ
咲
く
ら
ん 

（
歌
合
文
永
二
年
・
山
花
・
右
・
通
成
卿
・
二
）

（
15
） 

藤
田
真
一
「
其
角
・
草
廬
・
蕪
村
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
16　

俳
諧
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）

（
16
） 

安
保
博
史
「
龍
草
廬
│
擬
す
る
こ
と
の
意
味
│
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
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（
17
） 

福
井
智
子
「
伏
見
の
桃
を
詠
む
│
『
草
廬
集
』
を
中
心
に
│
」（『
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
』
第
６

号
、
一
九
九
七
年
三
月
）。
福
井
智
子
「
望
郷

の
詩
人
龍
草
廬
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
十
号
、
一
九
九
八
年
二
月
）。

（
18
） 
本
稿
の
『
草
廬
集
』
の
引
用
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
請
求
記
号
、206-37

）
に
拠
る
。

（
19
） 
安
保
博
史
「
龍
草
廬
研
究
ノ
ー
ト
⑵
」（『
九
州
大
谷
研
究
紀
要
』
第
22
号
、
一
九
九
五
年
十
月
）

（
20
） 

先
行
歌
に
「
張
翰
適
意
」
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
た
歌
が
三
首
あ
る
。

　
　

と
ど
む
れ
ど
不
留
と
い
へ
る
事
を

秋
風
に
す
ず
き
の
な
ま
す
思
ひ
い
で
て
ゆ
き
け
ん
人
の
心
ち
こ
そ
す
れ 

（
散
木
奇
歌
集
・
恋
上
・
一
一
二
二
）

フ
ル
サ
ト
ノ
ナ
ニ
ハ
ノ
ナ
ミ
ニ
オ
モ
ヒ
タ
ツ
ヲ
リ
シ
モ
ソ
デ
ニ
ア
キ
ノ
ウ
ハ
カ
ゼ 

（
片
仮
名
本
蒙
求
和
歌
・
張
翰
適
意
・
三
五
）

さ
ら
で
だ
に
な
に
は
の
波
に
さ
そ
は
れ
て
袖
に
か
さ
ね
て
あ
き
の
は
つ
か
ぜ 

（
平
仮
名
本
蒙
求
和
歌
・
張
翰
適
意
・
三
二
）

（
21
） 

安
保
博
史
「
龍
草
廬
研
究
ノ
ー
ト
⑴
」（『
九
州
大
谷
研
究
紀
要
』
第
20
号
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）

（
22
） 

注（
６

）に
同
じ
。

（
23
） 

注（
７

）に
同
じ
。

（
24
） 『
増
訂
賀
茂
真
淵
全
集　

第
十
一
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
）。
本
稿
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
25
） 『
日
本
歌
学
大
系
』
第
七
巻
。『
に
ひ
ま
な
び
』
も
同
書
に
よ
る
。

（
26
） 

高
野
奈
未
「
真
淵
の
題
詠
観
」（『
賀
茂
真
淵
の
研
究
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
六
年
）。
高
野
氏
は
真
淵
は
絵
の
題
や
詞
書
の
題
を
効
果
的
に
用
い
題

詠
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
実
感
の
尊
重
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
旧
来
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
き
た
あ
る
種
の
虚
構
性
さ
え
も
が
備
え
ら
れ
て
い
る

と
す
る
。

（
27
） 

国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号
、104

・188

）。「
東
路
日
記
」
は
伏
見
稲
荷
社
の
荷
田
信
郷
が
宝
暦
十
年
江
戸
へ
旅
し
た
と
き
の
紀
行
文
で
あ
る
。

現
存
未
詳
。

（
28
） 

天
明
七
年
版
『
漫
吟
集
』（
二
冊
）
は
四
季
部
の
み
刊
行
。
龍
公
美
（
草
廬
）
筆
写
本
『
漫
吟
集
』
二
十
巻
四
冊
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
）
本
の

翻
刻
は
簗
瀬
一
雄
氏
『
碧
沖
洞
叢
書　

第
十
五
巻
』（
臨
川
書
店
）
第
九
十
四
〜
九
十
八
輯
に
所
収
。
な
お
簗
瀬
氏
に
は
草
廬
筆
写
本
に
関
す
る
論

考
「『
漫
吟
集
』
伝
本
考
㈢
龍
公
美
筆
写
本
に
つ
い
て
」（『
簗
瀬
一
雄
著
作
集
五　

近
世
和
歌
研
究
』
加
藤
中
道
館
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。

（
29
） 

木
下
順
庵
『
錦
里
文
集
』（
天
明
七
年
刊
）
に
「
和
歌
題
」
と
し
て
十
七
首
を
所
収
し
、
伊
藤
東
涯
『
紹
述
先
生
詩
集
』（
宝
暦
十
一
年
刊
）
に
「
十
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菊
詠
／
四
月
廿
五
日
、
山
本
通
春
の
需
め
に
応
じ
て
和
歌
の
題
を
用
ゆ
。
別
に
後
序
有
り
。」（
原
漢
文
）
と
題
し
十
首
を
収
録
す
る
。

（
30
） 『
詩
集
日
本
漢
詩 

第
六
巻
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）。
な
お
大
典
の
当
該
詩
は
七
言
絶
句
で
あ
る
。

（
31
） 
和
歌
を
漢
詩
訳
す
る
こ
と
は
す
で
に
菅
原
道
真
の
『
新
撰
万
葉
集
』
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
な
ど
か
ら
選
ん
だ
歌

に
七
言
絶
句
を
付
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
漢
詩
句
を
題
に
し
た
大
江
千
里
の
『
句
題
和
歌
』、
漢
詩
文
の
詩
句
と
和
歌
を
分
類
し
配
置
し
た
藤

原
公
任
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
あ
り
、
漢
詩
と
和
歌
の
交
渉
は
平
安
期
か
ら
存
す
る
。
中
世
に
は
和
漢
聯
句
の
存
在
、
後
土
御
門
天
皇
が
公
家
に
中

国
の
人
名
・
地
名
を
題
に
し
て
和
歌
を
、
禅
僧
に
は
日
本
の
人
名
・
地
名
を
題
に
し
て
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
を
詠
進
さ
せ
た
『
文
明
易
然
集
』
が
あ

る
。
近
世
初
期
に
は
こ
れ
に
倣
っ
た
後
水
尾
院
下
命
の
『
易
然
集
』
が
存
し
、
和
歌
と
漢
詩
の
合
作
に
よ
る
撰
集
が
あ
る
。
池
澤
一
郎
氏
は
和
歌
が

漢
詩
か
ら
摂
取
し
た
趣
向
や
措
辞
に
関
す
る
研
究
は
王
朝
和
歌
を
中
心
に
研
究
史
が
存
す
る
も
の
の
、
日
本
人
の
漢
詩
人
が
和
歌
か
ら
何
を
学
ん
で

表
現
を
よ
り
豊
穣
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
と
し
、
漢
詩
が
高
度
に
洗
練
さ
れ
、
日
本
化
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
近
世

後
期
の
漢
詩
に
お
け
る
和
歌
の
摂
取
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
考
察
は
殆
ど
提
出
さ
れ
て
な
い
と
発
言
す
る
。
氏
は
菊
池
五
山
・
六
如
の
和
歌
題
漢

詩
を
一
首
ず
つ
掲
げ
、
結
論
と
し
て
近
世
後
期
の
和
歌
題
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
は
、「
漢
詩
、
和
歌
、
俳
諧
の
三
つ
ど
も
え
の
構
造
に
留

意
す
べ
き
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
。
漢
詩
と
和
歌
の
交
渉
・
影
響
は
本
文
で
触
れ
た
通
り
近
世
に
入
り
、
前
代
に
も
ま
し
て
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
池
澤
氏
の
発
言
は
同
期
の
和
歌
題
漢
詩
を
見
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た
草
廬
な
ど
の
家
集
の
あ
る
漢
詩
人
に
関
し
て
は

一
人
に
お
い
て
詩
人
・
歌
人
の
両
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
個
人
内
部
で
の
詩
と
歌
の
相
互
影
響
も
想
定
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＊ 

池
澤
一
郎
「
和
歌
と
漢
詩
│
和
歌
題
漢
詩
に
つ
い
て
」（『
江
戸
文
学　
【
特
集
】
近
世
和
歌
と
古
典
学
』
第
二
十
七
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇

二
年
十
一
月
）

【
付
記
】  　

引
用
の
本
文
に
は
旧
字
・
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
私
に
清
濁
・
句
読
点
を
施
し
た
部
分
が
あ
る
。
な
お
草
廬
以
外
の
歌
の
引
用
は

断
り
の
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
に
拠
っ
た
。

 

（
い
と
う
・
た
つ
し
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


